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１．東京都「都心と臨海副都心を結ぶBRT」 
  について 
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（１）ＢＲＴのルート 

出典：東京都HP「都心と臨海副都心とを結ぶBRTに関する基本計画」 
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表定速度 ２０ｋｍ／ｈ以上  
（参考）    都営バス               約１１ｋｍ／ｈ   
                 ゆりかもめ       約２９ｋｍ／ｈ  
      臨海部地下鉄新線  約３３ｋｍ／ｈ 

（２）ＢＲＴで実現したいこと ①速達性・定時性 

ＢＲＴの目標 

表定速度を向上するための施策 

走行環境の改善 
乗降時間短縮 

ＢＲＴ専用（優先）レーン ＰＴＰＳ 

  バス専用信号、複数台停車可能な停留施設  

将来的に導入したい施策 

全扉一斉乗車 
 
 
 
 
 
 
 
 

２列同時乗車 

路線バスを大きく上回る 

（出典：国土交通省ＨＰ） 



 

5 

ＢＲＴでは連節バスによる高頻度運行により将来的には 
１０万人以上の輸送力を提供可能 

（参考） ゆりかもめ輸送人員       約１１万人／日 
     臨海部地下鉄新線需要予測 約１２～１３万人／日 

（参考）当社 新都心・幕張線 
 

平日朝８時台の幕張本郷駅⇒海浜幕張
地区（片道）の輸送力は以下のとおり 
【運行便数】 ５４便 
        （単車２５便、連節２７便） 
【輸  送  力】 約５，５００人 
【輸送実績】 約３，０００人 
 
１日あたりの輸送力（往復） 
【運行便数】 ５１８便（往268便、復250便） 

【輸  送  力】 約５６，５００人／日 

バスによる大量輸送の実績 

（２）ＢＲＴで実現したいこと ②大量輸送 
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停留施設の工夫 

    新型縁石                 バスベイ形状 

「隙間なし、段差なし」による物理的な障害を排除することで、車いす
利用者含む全利用者の自力乗降を可能とする 

車両の工夫 
自動運転技術による正着制御等、 
新技術の導入・開発を推進する 

上記の他、停留施設のかさ上げ等により、
「段差なし」の実現を目指す 

（参考：現行連節対応バスベイ） 

（２）ＢＲＴで実現したいこと ③バリアフリー 



 

7 

国産燃料電池バス 

低公害連節バス 

（参考）当社ドイツ製連節バス 

将来的に「連節燃料電池バス」を導入し、全車燃料電池バスを目指す 

（２）ＢＲＴで実現したいこと ④環境対応 
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（２）ＢＲＴで実現したいこと ⑤利便性向上 

 ・待合環境（連続上屋・ベンチ） 
 ・情報提供（運行情報・周辺案内） 
 ・他交通機関との乗換利便の向上 

新潟ＢＲＴ（市役所前停留所） 
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出典：内閣府 

将来的には内閣府のＡＲＴ（Advanced Rapid Transit）の実現を目指す。 

（２）ＢＲＴで実現したいこと ⑥ＡＲＴの実現 
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２．乗合バス事業者の持つビッグデータ 
 



 

11 

（１）バスロケーションシステム 

停留所での表示 
 

ＨＰでの表示 

発車時間の案内によるお客様の利便性 
向上を図るほか、全車両の走行位置や 
各停留所通過時間を蓄積することで、 
ダイヤ設定に反映 

運行情報の把握 
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（２）ＩＣカード利用実績 

ｺｰﾄﾞ 名称 ＩＣ (ﾁｹｯﾄ) 現金 合計 ＩＣ大人 ＩＣ小児 ＩＣ大特 ＩＣ小特 ＩＣ計 現金 合計

01 市川線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

02 ＭＡ松戸線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

05 国分線（松戸） ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

06 松戸八潮線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

07 流山線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

08 日大線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

09 矢切の渡し線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

10 学園線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

15 国分線（休校日） ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

16 富士見台線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

17 野々下線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

18 東初石線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

19 西初石線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

20 三輪野山線 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

21 中山競馬場線（松戸） ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

27 イオンモール新都心 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

61 ＱＶＣマリン野球 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

GG 総合計 ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※ ※※※

路線 取扱収入 乗車人員

路線毎の利用実績 

ＯＤデータの取得 
（運賃後払いの場合） 

利用実績を蓄積することにより利用者動向を 
的確に把握、効率的なダイヤ設定を実現 
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３．乗合バスの現状と今後に向けて 
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（１）乗合バス輸送の現状 

02,0004,0006,0008,00010,00012,000

昭和23年 

昭和33年 

昭和43年 

昭和53年 

昭和63年 

平成10年 

平成20年 

輸送人員 
0 20 40 60 80

車両数 （百万人） （千両） 

昭和43年 
101億人 

平成24年 
41億人 

昭和43年 
64 ,694両 

平成24年 
58,994両 

約13％減 約60％減 

乗合バス輸送人員のピークは昭和４３年、 
この４０年間で輸送効率は大幅に低下 

原因：モータリゼーション 

都市部 ： 交通渋滞の激化による定時性の喪失⇒バス離れ 
地方部 ： 車を運転できない高齢者と学生がバス利用の中心 

出典：日本バス協会発行「日本のバス事業」 
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（２）今後に向けて 

・ 道路は国民の共有財産であり、車を運転できる人だけ 
 のものではない。 
 
・ 乗合バスの輸送人員増加は、限られた道路空間の 
 有効活用に繋がる。 
 
・ 高齢者・学生等の交通弱者及び障がいのある方にも 
 遍く道路の利便性を享受できるようにするためには、 
 公共交通優先施策（バスレーン、ＰＴＰＳ、バス停整備 
 等）の実施が極めて有効である。 
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 （参考）空間占有面積の比較 
 
同じ人数を自動車、路線バス、ＬＲＴのそれぞれで運ぶ場面を想定したイメージ 

出典：国土交通省ＨＰ（ストラスブール市資料） 
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